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告

野
川
市
・
阿
波
市
の
２
市
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

広
域
連
合
で
は
、
５
年
ご
と
に

広
域
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
現

在
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度

ま
で
の
「
徳
島
中
央
広
域
連
合
広

域
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
段
階

で
し
た
。
当
組
合
と
の
違
い
は
、

介
護
認
定
審
査
会
を
広
域
連
合
で

設
置
・
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
広
域
連
合
管
内
の
平
成
27
年

３
月
末
高
齢
化
率
は
32
・
２
％
と

な
っ
て
お
り
、
５
年
前
の
計
画
策

定
時
よ
り
３
・
９
％
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
介
護
認
定
審
査
会
の
運

営
を
適
正
か
つ
迅
速
に
行
う
た

め
、
関
係
市
と
連
携
を
図
り
、
効

率
的
な
事
務
処
理
を
進
め
る
と
の

方
針
で
し
た
。
同
様
に
障
害
支
援

区
分
認
定
審
査
会
も
設
置
及
び
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す　

　

多
様
化
・
高
度
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
関
係
市
と
の
連
携
と
協
調
を

深
め
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

分
担
し
な
が
ら
、
広
域
行
政
を
推

進
し
て
い
く
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
か

ら
の
当
組
合
の
将
来
像
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

北
淡
震
災
記
念
公
園
は
、
平
成

７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
兵
庫

県
南
部
地
震
（
阪
神
・
淡
路
大
震

災
）
で
現
れ
た
国
指
定
天
然
記
念

物
・
野
島
断
層
を
あ
り
の
ま
ま
に

保
存
・
展
示
を
行
っ
て
い
る
施
設

で
す
。
野
島
断
層
保
存
館
は
、
20

年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
強

烈
に
思
い
起
こ
さ
せ
、
自
然
の
驚

異
を
如
実
に
語
り
か
け
て
き
ま

す
。「
震
災
を
語
り
継
ぎ
、
教
訓

を
未
来
に
活
か
し
、
将
来
起
こ
り

う
る
大
地
震
で
少
し
で
も
犠
牲
者

を
減
ら
し
た
い
」
と
の
想
い
が
込

め
ら
れ
、
こ
の
野
島
断
層
を
保
存

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

本
村
で
は
、
平
成
23
年
３
月
11

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を

経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
日

ご
ろ
よ
り
防
災
意
識
を
高
め
、
県

内
最
下
位
の
自
主
防
災
組
織
率
を

引
き
上
げ
る
対
策
を
現
在
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
研
修
で
、
広
域
行
政
の

今
後
の
姿
と
自
主
防
災
組
織
の
取

り
組
み
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

視
察
日

　

平
成
27
年
11
月
18
日
〜
19
日

視
察
先

　

・
徳
島
県
吉
野
川
市
徳
島
中
央

広
域
連
合

　
　
「
消
防
本
部
」

　

・
兵
庫
県
淡
路
市
北
淡
震
災
記

念
公
園

　
　
「
野
島
断
層
保
存
館
」

視
察
目
的

　

当
組
合
議
会
運
営
と
広
域
行
政

が
一
層
の
進
展
と
効
率
化
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
す
る

参
加
者

　

林　

昌
子　

飯
田
洋
司

視
察
内
容

　

徳
島
中
央
広
域
連
合（
以
下「
広

域
連
合
」）
は
、
昭
和
45
年
に
徳

島
県
中
央
地
区
広
域
市
町
村
圏
振

興
協
議
会
と
し
て
発
足
し
、
平
成

９
年
２
月
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

基
金
の
管
理
母
体
と
し
て
、
広
域

連
合
に
改
組
さ
れ
、
現
在
は
、
吉

地震のエネルギーの巨大さを肌で感じる

徳島中央広域連合にて


